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渡
わたなべ

邉 正
まさとし

俊 議員

渡
邉

　

福
島
県
町
村
会
長
と
い

う
職
責
を
ど
の
よ
う
な
心

構
え
を
持
っ
て
臨
み
、
そ

の
重
責
を
果
た
す
の
か
伺

い
ま
す
。

渡
邉

①
令
和
元
年
10
月
の
台
風

19
号
に
よ
る
被
害
の
復
旧

工
事
が
長
期
に
及
ん
で
い

ま
す
が
、
そ
の
原
因
と
、

現
在
の
復
旧
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。

②
今
後
、
町
民
の
安
全
を

守
る
た
め
の
対
応
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
ま
す
か
。

渡
邉

①
震
災
か
ら
10
年
の
復

旧
、
復
興
に
要
し
た
事
業

費
は
い
く
ら
で
す
か
。

②
国
、
県
、
日
本
赤
十
字

社
か
ら
町
に
配
分
さ
れ
た

義
援
金
の
総
額
を
伺
い
ま

す
。

③
財
政
調
整
基
金
、
地
方

債
の
現
在
の
状
況
を
伺
い

ま
す
。

④
今
後
の
財
政
力
指
数
は

ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

⑤
広
野
町
が
地
方
交
付
税

を
受
け
る
交
付
団
体
に
転

じ
た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
要
因
を
伺
い
ま

す
。

町
村
会
長

元
年
度
台
風

重
責
果
た
す
心
構
え
は

町
長
／
全
力
を
尽
く
す
決
意

復
旧
工
事
の
状
況
は

町
長
／
約
９
割
が
完
了
し
て
い
る

今
後
の
財
政
見
通
し
は

町
長
／
健
全
財
政
を
維
持
す
る

町
長

　

自
然
豊
か
な
、
暮
ら
し

や
す
い
「
ふ
る
さ
と
」
を

取
り
戻
し
、
未
来
創
造
に

向
け
て
、
町
村
間
の
強
固

な
結
束
と
相
互
連
携
、
一

丸
と
な
り
諸
課
題
を
解
決

し
、
福
島
の
復
興
再
生
、

そ
し
て
創
生
が
成
し
遂
げ

ら
れ
る
よ
う
全
力
を
尽
く

す
決
意
で
す
。

町
長

①
災
害
が
大
規
模
だ
っ
た

こ
と
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
、
作
業
員
及
び

建
設
資
材
の
確
保
に
時
間

を
要
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

復
旧
状
況
は
、
約
９
割

が
完
了
し
て
い
ま
す
。

②
大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ

た
場
合
、
所
要
の
職
員
参

集
に
よ
る
警
戒
配
備
体
制

を
敷
き
、
防
災
無
線
に
よ

る
速
や
か
な
町
民
周
知
、

町
長

①
復
興
事
業
に
要
し
た
費

用
は
、
歳
入
総
額
６
８
６

億
１
８
５
７
万
円
、
歳
出

総
額
６
５
２
億
３
４
８
９

万
円
で
す
。

②
町
に
直
接
送
ら
れ
た
義

援
金
は
総
額
32
億
５
９
６

３
万
円
で
す
。

復旧復興

小
こ い そ

磯 利
と し お

雄 議員

③
令
和
２
年
度
現
在
高
は

24
億
４
７
０
２
万
円
で

す
。

　

地
方
債
の
未
償
還
残
高

は
17
億
６
７
６
３
万
円
で

す
。

④
令
和
４
年
度
以
降
、
Ｉ

Ｇ
Ｃ
Ｃ
パ
ワ
ー
合
同
会
社

の
大
規
模
償
却
資
産
税
の

増
収
等
が
見
込
ま
れ
、
財

政
力
指
数
１
を
上
回
る
健

全
財
政
を
維
持
す
る
こ
と

と
捉
え
て
い
ま
す
。

⑤
人
口
が
令
和
２
年
国
勢

調
査
に
お
い
て
、
前
回
調

査
の
４
９
９
９
人
か
ら
５

４
０
８
人
に
増
加
し
、
基

準
財
政
需
要
額
は
前
年
比

プ
ラ
ス
１
億
４
１
０
６
万

円
の
増
加
と
な
っ
た
反

面
、
大
規
模
償
却
資
産
税

の
減
収
に
よ
り
基
準
財

政
収
入
額
は
、
前
年
比
マ

イ
ナ
ス
５
８
０
万
円
と
な

り
、
基
準
財
政
需
要
額
が

基
準
財
政
収
入
額
を
上
回

り
、
普
通
交
付
税
の
交
付

団
体
と
な
り
ま
し
た
。

気
象
情
報
の
収
集
、
関
係

機
関
と
の
連
携
・
対
応
を

し
ま
す
。

　

土
砂
災
害
に
対
す
る
警

戒
の
必
要
が
生
じ
た
場
合

は
、
三
役
、
管
理
職
が
参

集
し
、
災
害
対
策
本
部
の

設
置
や
避
難
所
開
設
を
し

ま
す
。

　

併
せ
て
緊
急
速
報
メ
ー

ル
、
防
災
行
政
無
線
を
活

用
し
、
土
砂
災
害
の
危
険

に
つ
い
て
住
民
周
知
を
図

り
ま
す
。

　

水
害
の
恐
れ
が
生
じ
た

場
合
に
は
、
町
消
防
団
の

参
集
を
要
請
し
、
河
川
氾

濫
の
警
戒
、
避
難
の
呼
び

か
け
に
あ
た
り
ま
す
。

　

避
難
所
の
運
営
は
、
職

員
を
３
班
体
制
に
編
成

し
、
避
難
所
で
の
避
難
者

の
受
付
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
行
な
い
、
感
染
症
対
策

の
た
め
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
利
用
し
て
避
難
者
同

士
が
密
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
運
営
に
あ
た
り
ま

す
。

コ
ロ
ナ
対
策

２
年
度
決
算

個
人
支
援
策
の
拡
充
を

町
長
／
国
に
支
援
策
を
要
望
し
て
い
く

詳
細
な
財
政
状
況
は

町
長
／
健
全
な
状
況
を
示
し
て
い
る

町
長

①
直
近
の
感
染
者
数
は
37

例
目
で
、
住
所
を
有
す
る

方
は
14
人
で
す
。

②
仕
事
や
日
常
生
活
で
い

わ
き
市
と
を
往
来
す
る
町

民
が
多
い
こ
と
、
廃
炉
事

業
等
に
従
事
さ
れ
る
方
の

県
を
跨
い
だ
往
来
が
あ
る

こ
と
等
が
要
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

対
応
策
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
新
し
い
生
活
様
式

に
基
づ
く
基
本
的
な
感
染

症
対
策
の
徹
底
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
高
齢
者
施
設
に
お
い
て

は
、
感
染
症
の
重
症
化
リ

ス
ク
が
高
い
高
齢
者
に
対

し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
安
全
か
つ
継
続
的
に
提

供
す
る
た
め
、
面
会
の
抑

制
な
ど
、
日
頃
か
ら
感
染

対
策
を
徹
底
し
て
い
ま

す
。

　

こ
ど
も
園
は
、
登
園
前

の
検
温
、
園
児
や
家
族
に

発
熱
が
あ
っ
た
場
合
は
登

町
長

①
財
政
の
健
全
化
に
つ
い

て
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
介
護
保
険
特
別
会
計
の

扶
助
費
の
令
和
２
年
度
給

付
実
績
は
、
前
年
度
と
比

較
し
て
14
％
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

保
健
指
導
等
に
よ
り
適

切
な
財
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
行
き
ま
す
。

③
令
和
２
年
度
の
実
質
収

支
比
率
は
17
％
で
す
。

　

収
入
が
当
初
予
算
よ
り

園
を
控
え
る
よ
う
依
頼
、

新
し
い
生
活
様
式
を
捉

え
、職
員
の
マ
ス
ク
着
用
、

園
児
た
ち
の
手
洗
い
・
う

が
い
の
励
行
お
よ
び
手
指

消
毒
、
各
教
室
の
消
毒
・

換
気
の
徹
底
を
行
っ
て
い

ま
す
。

④
令
和
２
年
度
に
１
人
当

た
り
10
万
円
の
特
別
定
額

給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

　

実
態
を
見
極
め
、
国
に

よ
る
支
援
策
を
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

⑤
立
会
人
の
確
保
は
、「
広

報
ひ
ろ
の
」
で
事
前
に
募

集
し
、
必
要
な
人
員
の
確

保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

立
会
人
が
罹
患
者
と

な
っ
た
こ
と
を
想
定
し
、

予
備
の
方
も
選
任
し
法
定

の
人
数
が
確
保
で
き
る
よ

う
な
体
制
を
講
じ
ま
す
。

　

移
動
手
段
に
つ
い
て

は
、
マ
イ
カ
ー
等
で
の
来

場
を
呼
び
掛
け
、
投
票
所

の
入
場
制
限
を
す
る
際
は

車
内
で
待
っ
て
い
た
だ
く

等
の
対
応
に
取
り
組
み
ま

す
。

大
き
く
上
回
る
こ
と
や
、

支
出
に
多
額
の
不
用
額
が

生
じ
な
い
よ
う
執
行
率
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

④
経
常
収
支
比
率
の
実
績

は
約
81
％
で
す
。

　

震
災
以
降
の
委
託
料
と

維
持
補
修
費
の
大
幅
な
増

加
が
、
80
％
を
超
え
る
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑤
令
和
２
年
度
の
公
債
費

負
担
比
率
は
約
５
％
で
す
。

　

※
１

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
は
、
様
々
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
経
費
を
税
収

入
等
で
賄
え
て
お
り
健
全

で
す
。

⑥
将
来
負
担
比
率
は
、
数

値
に
表
せ
ず
、
財
政
状
況

が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

⑦
４
７
５
万
円
で
す
。

　

※
２

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
は
98
・
８
％
で
す
。

　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
が

１
０
０
％
を
下
回
る
の
は
、

各
年
代
の
職
員
数
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
て
い
る
こ
と
が

表
れ
て
い
ま
す
。

※
１  

収
支
の
バ
ラ
ン
ス

※
２  

国
家
公
務
員
の
給
与
に

対
す
る
地
方
公
務
員
の

給
与
の
比
率

小
磯

①
こ
れ
ま
で
道
の
駅
に
係

る
膨
大
な
財
政
出
動
が
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、　

今

決
算
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
り
ま
し
た
か
。

②
扶
助
費
・
繰
出
金
に
つ

い
て
、
体
質
改
善
効
果
は

出
ま
し
た
か
。

③
財
政
状
況
分
析
の
切
り

口
と
し
て
、
実
質
収
支
比

率
が
３
～
５
％
が
適
正
範

囲
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が

２
年
度
の
実
績
と
対
応
を

伺
い
ま
す
。

④
経
常
収
支
比
率
は
、
経

常
的
な
支
出
の
割
合
が
大

き
く
な
る
と
、
突
発
的
な

出
費
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
に
弾
力
的
な
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
２
年
度

の
実
績
と
要
因
を
伺
い
ま

す
。

⑤
公
債
費
負
担
比
率
の
２

年
度
実
績
は
い
く
ら
で
す

か
。

　

地
方
債
の
プ
ラ
イ
マ

小
磯

①
直
近
の
感
染
者
数
は
何

例
目
で
す
か
、
町
に
住
所

を
有
す
る
方
は
何
人
で
す

か
。

②
町
の
感
染
状
況
を
ど
う

分
析
し
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
ま
す
か
。

③
高
齢
者
施
設
と
教
育
現

場
の
コ
ロ
ナ
対
応
を
伺
い

ま
す
。

④
感
染
拡
大
に
よ
り
収
入

が
減
少
し
た
個
人
へ
の
支

援
策
の
拡
充
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

⑤
コ
ロ
ナ
禍
で
の
立
会
人

の
な
り
手
や
移
動
支
援
な

ど
選
挙
執
行
体
制
は
ど
う

し
ま
す
か
。

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

⑥
将
来
負
担
比
率
は
平
成

26
年
度
か
ら
０
％
が
続
い

て
い
ま
す
が
２
年
度
実
績

を
伺
い
ま
す
。

⑦
２
年
度
の
人
件
費
に
つ

い
て
、
役
場
職
員
の
平
均

年
収
は
い
く
ら
で
す
か
。

　

ま
た
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。




